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（内閣府「文化に関する世論調査」）

（概要）障害者の文化芸術の鑑賞活動及び創作活動実態調査

○直近１年間に、文化芸術活動を鑑賞したことのある障害者（７歳以上）の割合は、44.6％。
○直近１年間に、鑑賞以外の文化芸術活動をしたことのある障害者（７歳以上）の割合は、29.3％
○成人一般の文化芸術活動の直接鑑賞率は59.2％、文化芸術をしたことのある者の割合は28.1％。

直近１年間に、文化芸術活動を鑑賞したことのある障害者の割合
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音楽（オペラ、オーケストラ、室内楽、合唱、吹奏楽、
ジャズ、ポップス、ロック、歌謡曲など）

美術（絵画、版画、彫刻、工芸、陶芸、書、写真など）

演劇（現代演劇、人形劇、ミュージカルなど）

舞踊（日本舞踊、バレエ、モダンダンス、
コンテンポラリーダンスなど）

映画（アニメを除く）

アニメ映画、コンピュータや映像を活用した
アート（メディアアート）など

伝統芸能（雅楽、能楽、文楽、歌舞伎など）

芸能（講談、落語、浪曲、漫才など）

歴史的な建物や遺跡（建造物、遺跡、
名勝地（庭園など）の文化財）

その他

鑑賞したことがある（小計）

鑑賞したものはない

わからない

直近１年間に、鑑賞以外の文化芸術活動をしたことの
ある障害者の割合
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学校の授業として実施

文化部活動として実施（学校の授業として実施したものは除く）

仕事として実施（収入を得ているものに限る）

趣味・娯楽・生きがいとして実施

ボランティア活動・社会参加活動として実施

活動したことがある（小計）

あてはまるものはない（特に行っていない）

（出典：文化庁「平成29年障害者の文化芸術の鑑賞活動及び創作活動実態調査」）
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直近１年間に、文化芸術活動を鑑賞
したことのある国民の割合

直近１年間に、鑑賞以外の文化芸術活
動をしたことのある国民の割合
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文学、音楽、美術、演劇、舞踊などの作品の創作

音楽の演奏や、演劇・舞踊・映画への出演など

音楽、舞踊、茶道、華道、書道などの習い事の受講

地域の芸能や祭りへの参加

子どもの文化芸術体験のための支援活動

美術館・博物館などにおける案内や作品解説などの支援活動

音楽祭・映画祭などの開催のための支援活動

歴史的な建物や遺跡などを保存・活用するための支援活動

その他

わからない
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（内閣府「文化に関する世論調査」）

過去１年間に文化芸術を直接鑑賞したかった理由（複数回答）

○障害者が文化芸術活動を直接鑑賞しなかった理由で「関心がないから」と答えた者の割合は31.9％で最も多く、成人一般におい
ても、28％と高い割合となっている。
○障害者、成人一般ともに、「時間がないから」「近くで公演や展覧会などをやっていないから」を挙げている割合が多い。

直近１年間に、障害者が文化芸術活動を直接鑑賞しなかった理由 直近１年間に、文化芸術活動を直接鑑賞しなかった理由
（成人一般）

（出典：文化庁「平成29年障害者の文化芸術の鑑賞活動及び創作活動実態調査」）
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近くで公演や展覧会などをやっていないから

入場料・交通費など費用がかかり過ぎるから

公演や展覧会などが人気で、
チケットの入手が困難だから

時間がなかなかとれないから

夜間に公演や展覧会などが行われないから

魅力ある公演や展覧会などが少ないから

公演や展覧会などの情報が
入手できないから

一緒に行く仲間がいないから

テレビ、ラジオ、CD・DVD、インターネット
などにより…

周りに迷惑がかかるから

送迎サポートがないから

エレベータやスロープの設置、車いす席の
確保等,バリアフリー対策が不十分だから

エレベータやスロープの設置、車いす席の確保等、
バリアフリー対策がされているか否かの情報が入手できないから

字幕表示等の鑑賞サポートが不十分だから

関心がないから

その他

特にない

わからない
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時間がなかなかとれないから

関心がないから

近くで公演や展覧会などをやっていないから

テレビ、ラジオ、CD・DVD、インターネット
などにより鑑賞できる（鑑賞した）から

魅力ある公演や展覧会などが少ないから

入場料・交通費など費用がかかり過ぎるから

一緒に行く仲間がいないから

公演や展覧会などの情報が入手できないから

公演や展覧会などが人気で、チケットの入手が困難だから

夜間に公演や展覧会などが行われないから

その他

特にない

わからない
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障害者の文化芸術の鑑賞活動及び創作活動実態調査業務の概要

１ 調査の目的

全国の障害児・者の文化芸術活動の実施状況やニーズを把握し、今後の障害児・者の文化芸術活動促進に向けた施策の検討のための基礎情報を
得ることを目的とする。

２ 調査方法 ３ 調査地域
インターネット調査 全国

４ 調査対象者
インターネット会社が保有するリサーチモニターのうち、下記に該当する者を抽出し、調査対象とした。
・障害児・者本人あるいは同居する家族が障害児・者であること
・障害児がいる場合、7歳以上であること

５ 回収結果
予備調査を行い、対象者5,000人から有効回収を得た。

兄弟、姉妹、第2子以降の子どもに障害児・者が複数いる場合、年齢が一番上の者についてのみ回答を依頼した。
その結果、回答者本人あるいは同居する家族における障害児・者の人数は6,246人であった。

６ 回答者の年齢構成 ７ 回答者の性別 ８ 回答者の居住地域

９ 調査期間
2017年10月18日（水）から10月23日（月）の6日間

年齢 %
20～29歳 5.5
30～39歳 17.2
40～49歳 30.4
50～59歳 27.3
60～69歳 14.8
70歳以上 4.8

性別 %
男 性 67.0
女 性 33.0

居住地域 %
北海道地方 5.4
東北地方 5.7
関東地方 35.6
中部地方 17.9
近畿地方 18.5
中国地方 6.6
四国地方 2.7
九州・沖縄地方 7.7
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